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Abstract
　The Izumi Group distributed in this district is divided into two formations based
on fining upward sedimentary cycles. Lithology and radiolarians　are described　on
the Masegawa Formation and Yamanouchi Formation. The Yamanouchi Formation
is subdivided into four members, and the Masegawa Formation into four members based
on sandstone and　shale ratio｡
　Radiolarians are characterized by abundant spongodiscid form ･spumellarians such as
Ａｒｃｈａｅｏｓｐｏｎｓｏｐｒｕｎｕｍ,Ｃａｕａｓｐｏｎｇｉａ,Orbiculびorma,に々itellala and Ｐｈａｓelifoｒｍａgenera･
These assemblages show quite different fauna compared with the radiolarians from Shima-
nto　Belt which are indicative of more open marine and　pelagic setting･
　　　　　　　　　　　　　　　　　　は　じ　め　に
　和泉層群は，比較的単純な地質構造を有し，岩相層序の復元が容易である･.今回，松山市東部地
域の和泉層群から多数の放散虫化石を得たので第一報とする．この地域の岩相層序に基き，放散虫
の層位的分布が明らかになれば，本邦ではほとんど知られていない，カンパニアンよりマＴストリ
ヒシアンの放散虫生層序の設定が可能となる．幸い和泉層群は，多くの先達により，アンモナイト
やイノセラムスおよびトリゴニアなどを用いて国際対比の試みもなされてきた．よって本地域は，
大型および微化石の相互検討の可能な重要なフ･イールドの一つになりうる．
　放散虫研究のきっかけは，新居浜市の近藤松一先生より送っていただいた，西条市に分水する和
泉層群基底部の試料である．この頁岩の薄片試料中には，多数のSpongodiscidae･科に属する放
散虫群が含まれ，あわせて送付された岩石試料を弗酸処理した結果，保存良好な放散虫個体を得た．
　これを機会に，地理的条件にめぐまれ，露頭条件も良好な松山市東部（重信町を中心とする）を予察
のフィールドとし，約ニケ年来の調査を行ってきた．放散虫化石は頁岩から成る岩相からは，ほぼ
全層準から産出することがわかった．しかし放散虫の保存は余り良好ではなく，また共産する大型
化石も多くは破片で産した．したがって同一のサンプルを開いて厳密な意味で，メガ・マイクロ化
石の相互検討(calibration)が出来たサンプルは少数である．
　松山市東部地域の和泉層群の研究は，最近のものでは，総括的にまとめられたMatsumoto (1954)
およびNakagawa (1961)の一部にとり上げられており，主に大型化石に基く地史的解釈，岩相
層序の大要が明らかにされた．また堆積学的考察を加味して本報告とほぼ同一地域を，原田(1965)
が報告している．さらに，本地域は中央構造線が大きく屈曲し，その構造発達史の理解に重要な地
域であることから，その方面からの多･く検討が加えられ，最近の高橋(1977)はじめ多くの研究が
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第２図．　松山市東部地域の和泉層研究対比表
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なされてきた．
　高知大学甲藤次郎教授には，折にふれ四国各地の地質について御案内いただき，尽きることのな
い地質学に対する情熱にふれることができた．先生の御退官にあたり今後の御健勝をお祈りすると
ともに，この拙論を謹げる．　　　　　　　　　．．
２．研究史および地質概説
　北四国における和泉層群はNakagawa (1961)の総括的研究にみるように，岩相層序上３区分
され，各々は堆積輪廻を代表する．本調査地域においては，そのうちの下位の２つの区分に相当す
る岩相層序が見られる．このことは原田(1965)など，他の例においても同様である．
　しかしながら，これらは，堆積輪廻ではなく１つの岩相（部層に相当）を地層の命名の基本とな
る層とし，１堆積輪廻を亜層群とし，各亜層群を総合して和泉層群となるような命名をしている
　（第２図参照）．
　ところで，本地域に分布する和泉層群はさまざまな量比の砂岩と頁岩の互層からなり，その量比
の側方変化が著しい．岩相層序区分の基本となる層(Formation)は，砂岩もしくは喋岩にはじま
り頁岩優勢砂岩泥岩互層に終る堆積サイクルをもって定義した．すなわち下位の上方細粒化サイク
ルを山ノ内層(Yamanouchi Formation),下位を松瀬川層(Masegawa Formation)と新称する．
したがって，従来の研究の，たとえばNakagawa (1961)のKurotaki alternation や原田
(1965)のLower Subgroup のＡ層は，本論では山之内層Ａ部層となり，つとめてInternational
Stratigraphic Guide (1976)のLithostratigraphic units（p.30－44）の定義に従うようにした．
　本調査地域の和泉層群の北限は，さらに北方に分布するホルンフェルス，片岩類，珪質岩などか
らなる変成岩類と不整合で接する．さらにその北方には領家帯花陶岩類が広く分布する．南限は，
東方では三波川結晶片岩類と中央構造線にて接しブ部が中央構造線をまたいで分布する第三系火山
岩類及び堆積岩類と不整合で接する．
　走向傾斜は，北東部では東西性を示し，北西部では北東～南西に変化する．中央部に大きなー組
の向斜，背斜があり，南部では小規模な向斜，背斜がくりかえす．
３．地質各論
　ａ.　山之内層(Yamanouchi Formation)
　模式地；重信川上流域，山之内付近．
　Ａ部層
　分布：重信川上流の北側に東西に長く分布する．
　岩相；疎岩または呻質砂岩の互相で，上位にゆくにつれ薄い泥岩層をもつようになり，砂岩と薄
い泥岩の砂泥互相に漸移してゆく．一部に厚さ10m近い泥岩層もあるが，疎質砂岩が優勢である．
疎岩は亜円疎の中疎，細疎を主とし，疎質は珪質岩がほとんどである．各単層の厚さは１ｍ～２ｍ
が最も多く，各々の砂岩層の間は５ｃｍに満たない薄い'泥岩層をはさんでいる．
　化石：奥黒滝北方の林道沿いの露頭より　Ｇｌｊｉｃｙｍｅｒiｓ, Inoceramus,･･Ａｃｉｌａ　すふどの次にあ
げる軟体動物化石を産出した．これ.らはMiddle Campanian に対比される．
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第一表．第３図に示す放散虫産出地点と放散虫群．ＨＳは山の内層をＫＫは松瀬川層を示す
HS-5
　　　　Archaeospongoprunum hueyi
　　　　Archaeospongoprunum salumi
　　　　Protostichocapsa ｓp･
　　　　Cavaspongia sp.
　　　　Ｃｒｏｍｙｏｍｍａ（?）ｎｏｄｏｓａ
　　　　Dictyomitra multicostata
　　　　Orbiculiforma sp.
HS-7
　　　　Archaeodictyomitra ｓｐ･
HS-20
　　　　Alievium gallowayi （?）　　　　.
　　　　Protostichocapsa stocki
　　　　Archaeospongopurum salumi
　　　　Archaeospongopurum ｓp･
　　　　Cavaspongia sp.
　　　　Cryptoamphorella sp.
　　　　Dictyomitra Sp･
　　　　Dictyomitra cf. formosa
　　　　Orbiculiforma cf. sacramentoensis
　　　　Orbiculiforma sp.
　　　　Patellulaeuessceei
　　　　Patellulaverteroensis
　　　　Patellulaｓｐ･
　　　　Pchaumellus anfragendus
　　　　Phaseliforma ｓp･
　　　　Pseudoaulophacus floresensis
　　　　Pseudoaulophacus lenticulatus
　　　　Praeconocaryomma Ｓｐ･
　　　　Spongodiscidae ｇｅｎ･et sp. indet.
　　　　･Triactinosphaera cf. morenoensis
　　　　Wildeus punctulatus
HS-27
　　　　Crucellaｓp･
HS―30
　　　　Radiolaria(？）
HS-50
　　　　ArchaeodictyomitraSp･
　　　　Orbiculiformasp.
　　　　Spongodiscidaegen. et. sp. indet.
HS-80
　　　　Acaeniotylecf. starka
　　　　Protostichocapsastocki
　　　　Archaeodictyomitraｓｐ･
　　　　Archaeospongoprunum stocktonensis
　　　　Ｃｒｏｍyｏｍｍａ（?)nodosa
　　　　Orbiculiforma(?) sp.
　　　　Phaseliformaｓｐ･
　　　　Spongodiscusp.
　　　　Spongurus(?) sp.
　　　　Stichomitraasymbatos
KK-21
　　　　Orbiculiforma sp.
KK-23
　　　　Archaeospongoprunum ｓp･
　　　　Orbicu!iforma sp.
KK-49
　　　　Acaeniotyle diaphorogona
　　　　人lievium gallowayi
　　　　Amphipyndax elliptica
　　　　Protostichocapsa stocki
　　　　Archaeospongoprunum salumi
　　　　Archaeospongoprunum hueyi
　　　　Cornutella californica
　　　　Crucellaespartoensis
　　　　Cromyりｍｍａ（？）ｎｏｄｏｓａ
　　　　Dictyomitra koslovae
　　　　Lithostrobus litus（？）
　　　　Orbiculiforma quadrata
　　　　Pseudoaulophacus floresensis
　　　　Pseudoaulophacus riedeli
　　　　Spongosaturヽnalisｓp･
　　　　Stichomitra asymbatos
　　　　Rhopalosyringium ｓp･
KK-51
　　　　Sti'chomitraｓ ｡，　　　　　　ｐ
KK―56
　▽　Patellula verteroensis
KK-60
　゛　Archaeospongoprunum ｓｐ･
　　　Triactinosphaera morenoensis
KK-61
　　　Patellula ｓｐ･
KK-70
　　　　Orbiculifoma sp.
　　　　Pseudoaulophacus (?) sp.
KK-75
　　　　Cavaspongia sｐ･
　　　　Orbiculiforma ｓp･
KK-76
　　　　Holocryptocanium sp.
　　　　Orbiculiforma sp.
KK-77
　　　　Alieviりm(?) sp.
　　　　Orbiculiforma ｓp･
　　　　Phaseliforma sp.
KK-78
　　　　Protostichocapsa ｓp･
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Cavaspongia sp.
Orbiculiforma sp
Phaselifoma ｓp･
KK-79
　　　Orbiculiforma (?）ｓｐ
　　　Phase liforma･ｓp･
KK-135
　　　Stichomitra (？）ｓｐ
KK―24
　　　　Archaeospongoprunum stocktonensis
　　　　DictyomitraＳｐ･
　　　　Pseudoaulophacus(？) sp.
　　　　Archoeodictyomitraｓp･
　　　　Orbiculiformaｓｐ･
　　　　StichomitraＳｐ･
KK-27
　　　Crucella sp
KK-28
　　　　Achaeniotyle starka
　　　　Pseudoaulophacus floresensis
　　　　Praestylosphaera ｓｐ･
　　　　Acaeniotyle sp･
　　　　Archaeodictyomitra ｓｐ･
　　　　Pseudoaulophacus sp.
　　　　Spongodiscidae gen. et sp. indet.
KK-29
　　　　Amphipyndax ｓp･
　　　Amphipyndax ｓｐ･
　　　　Orbiculiforma sp.
　　　　Orbiculiforma quadrata
　　　　Protostichocapsa stocki
　　　　Phaseliforma ｓp･
　　　　Spongodiscus ｓp･
　　　・Theocapsa amphora
KK-30
　　　　Pseudoaulophacus sp.
　　　　Stichomitra asymbatos
KK-31　　　　　　　’
　　　Archaeospongoprunum hueyi
　　　Orbiculiforma ｓp･
KK-37
　　　Orbiculforma sp
KK-38　　　　　　　　’
　　　Orbiculiforma regis
KK-39　，
　　　　Cornutella ｓp･
　　　　Pseudoaulophacus floresensis
　　　　Pseudoaulophacus lenticulatus
　　　　Stichomitra sp.
KK-45
　　　Orbiculiforma sp.
　　　Patulibracchiutn taliaferroi
KK―46　　　　　　　J
　　　Orbiculiforma sp.
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KK-47
　　　　Archaeospongoprunum stocktonensis
　　　　Dictyomitraｓp･
　　　　Patellulaｓp･
　　　　Pseudoaulophacus floresensis
　　　　Pseudoaulophacus riedeli
　　　　Wildeuspunctulatus
KK-48
　　　Archaeospongoprunum sp.
　　　Amphipyndax sp.
奥黒滝北方の林道沿いの露頭より産出する軟体動物化石
　　　　Ｇりｃ:ｙｍｅｒiｓ（Giｖｅンｍｅｒiｓ）ﾉ叩onica TASHIRO
　　　　７Ｖφtpononectes£amurai tamurai (TASHIRO)
　　　　Inoceramus aff. 6aZ£icus BOHN
　　　　£ｏｘｏﾂﾞ叩onica (AMANO)
　　　　Acila (Truncacila)holifeaidoe几ｓiｓ（ＮＡＧＡＯ）
　　　　Chlamys sp.
　　　　Ｏｓtｒｅａsp.
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　Ｂ部層
　砂岩対泥岩の比が８：２以上に泥岩が多くなってくる所をもって境とする．
　岩相；ほぼ東西に流れている重信川上流に沿って両岸に細長く分布する．木地東方の重信川両岸
では薄く，西方延長では層厚を増す．
　岩相：砂岩泥岩の規則正しい互層で，砂岩対泥岩の比が８：２から７：３の互層である．各砂岩
層の厚さは30cm～1mで, 50cm前後の厚さの層が多い．細疎から砂岩への級化層理か見られる層も
ある.
・化石：丹原町と重信町側の道路沿いの露頭からの転石の中より，異常巻きアンモナイトの破片，
イノセラムスの破片等を採集した．
　Ｃ部層
　下限は，Ｂ部層の岩相から等量（砂岩対泥岩の量比が６：４から４：６）の砂岩泥岩互層ないす
　（10m程）の泥岩層に変る所を境界とする／この境界は比較的明瞭である．
　岩相；重信川上流の南側の支流域では薄く，西方延長では厚さを増す．柚ノ木附近の川沿いでは
しだいに頁岩の量を増しＤ部層へと漸移する．
全体として泥岩が80％ぐらいの砂岩泥岩互層であるがＢ部層直上では砂岩泥岩の量比がほぼ等しい
部分もあり，また，上限近くも砂岩が70％近くを占める部分もある．上限近くに凝灰質層が分布し，
５ｃｍ程度の薄層を数枚みとめた．この凝灰質層を含む岩相は，西部では砂岩対泥岩の比が２ ：８程
度の互層であるが，中部，東部では黒色泥岩に漸移している．
　Ｄ部層
　山之内層の最上部層で，西部地域ではＣ部層に漸移する黒色頁岩層である．部分的に砂岩薄層を
狭む．頁岩中には炭質物を多く含み木片や葉細片が認められる．
　b.　松瀬川層(Masegawa Formation)
　模式地；本谷川／井内川両岸および松瀬川下流域‘
　Ａ部層
　分布：荒木谷附近の重信川左岩，程野附近の本谷川沿い
　岩相：荒木谷附近布するものは，その東方延長ではＢ部層（後述）の岩相に漸移している．また，
この部層は，本調査地域の中央部の背斜部にも広く分布している．砂岩層は１１ぐらいの厚さのも
のが優勢であるが，数ｍから20m近いものまであり，あまり規則的な互層ではない．全体として砂
岩勝ち互層である．
　Ｂ部層●　　　　　　　　一
　砂岩対泥岩の量比が６：４以上に泥岩が多くなる所とした．分布は広く丹原町未見から，重信町
除,大畑附近,川筋附近にかけて広く分布する.本部層は20ciii～lmぐらいの層厚の砂岩泥岩等量互
相が優勢であるが，西の方ほど泥岩を増す傾向がある．また則之内附近から井内川，拝志川の両岸
にかけて分布する．本部層は全体として，30～40cmの層厚の等量の砂岩泥岩互層からなる．一部に
凝灰岩の薄層を含むものもあり，また，泥岩層の内部に凝灰質の葉理が見られるものもある．本谷
州，表川沿いの露頭の泥岩のなかには炭質物の破片を含むものもある．
　三島井手附近に，厚さ約200mほどの凝灰質層があるが，この東西方向の延長は露頭の少ないこ
ともあって確認できなかった．
　化石：本谷川に表川が合流している所の本谷川右岸より生痕化石とともにInoceramus balticus
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の化石を産出する．
　Ｃ部層　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‥
　分布；相之谷，桧皮附近に分布する．　　　　　　　‥．
　岩相；主に黒色頁岩または泥質砂岩からなり，80％近くを泥岩が占める.30～40cm程の層厚の互
層をなす所もあれば，ｌｍ以上の砂岩をもつ所もあり，各単層の厚さは規則的ではない．黒色頁岩
中には炭質物の破片を多く含んでいるものが多い．東方の中央構造線にかけての延長は露頭が少な
く，明確ではない．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　よ
　三軒屋から船野山にかけて分布する本層は全体として砂岩が70％近くを占める砂岩勝ち砂岩泥岩
互層で，１ｍ前後の砂岩層が頁岩層をはさんでいる．特にＢ部層の近くほど頁岩層が厚い．また，
砂岩層下面には荷重痕が発達しているものが多い．
　船野山附近に分布するものと三軒屋の本谷川両岸に分布するものとの関係はその間に露当がない
こともあり，明確ではない．また，東方，すなわち中央構造線附近には･どのように分布しているの
かも露頭がないので不明である．
　Ｄ部層
　本調査地域の最南部の佐川，札場附近に，円疎の細疎を含む粗粒砂岩層が分布している．この砂
岩層は北部の砂岩層と異なりやや赤味を帯びている．Ｃ部層との直接的関係は確認できなかったが，
漸移関係と思われる．
4.放散虫概説
　放散虫は山之内層において全部層の頁岩より産するが，保存の良好な個体はＡ部層最上部からＢ
部層にかけての層準に限られる．頁岩の卓越するＣ部層やＤ部層には産しない．この岩相と産状の
関係は，松瀬川層では異った傾向をとり，頁岩のはさみの多いＢ部層や（;部層に保存の良い放散虫が
産する．Ａ部層には少い．ただしＤ部層からは処理に適当な試料は得られなかった．
　放散虫の分類学的検討および同時代の堆積物たとえば四万十帯や｀外和泉″帯における放散虫の
群集比較は，稿を改めて(Okamura,準備中）述べる予定であるので，本論ではその概略について
述＾゛る．この地域から産する放散虫は四万十帯（岡村, 1980)や椿佐古M (Okamura et al･，1982)
にくらべて，低い種の多様度を示す．放散虫群の特徴の一つは，多くのspumellariansを産する
ことで, nassellariansは少数である. Empson-Morin (1984, in press)はDSDP試料を用い
てカンパニアンの放散虫の深度分帯を試みているが，本地域にみられるようなspumellariansの
多い群集は中深度帯に多いと考えている．第一表に示すHS- 20， HS- 80， KK-28, KK － 29
やＫＫ－49などの比較的保存の良い試料の放散虫群は，外和泉の椿佐古層の標本と多様度と種
構成において多くの共通点を有するが，四万十帯のそれとは大きく異るjその桔佐古層においては
Pro£ｏｓ良九〇ｃ叩ｓαｓ£ocki(Empson-Morin, 1982)が50％をこえる群集に特徴があること(OKamura
et al･，1982)を述べたが，本地域もその占める割合が多い．かchaeospo昭oprunum, Cavaspo昭必，
Orbiculiかrma. Pa£ellulaなどは分類上は異ったグループに属す!る放散虫であるが，表面がスポン
ジ状の装飾をもつ特徴をもつ．　これらの群が際立って多ﾀﾞ産出する９も和泉層群の特徴である．　こ
れまでに記載された白亜紀放散虫の中では，中央太平洋海山群から報告されたカンパニアンの群集
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　　・　　｜　.(Empson-Morin, 1981)に多くの共通種を含んでいる．
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A11　figures
Plate l
scanning　electron　micrographs
Scale=100 micron
Fig. 1. Wildeus punc£ａｌａ£us(Pessagno) by　Empson-Morin, 1982
Fig.　2. Ｐｒｏtｏｓtｉｃｈｏｃａｐｓａ　ｓtocfei(Campbell　and　Clark) by Empson-Morin, 1982
Fig. 3.　ＤｉｃtｖoTTiitｒａsp. cf. Ｄｉｐｌｏｓtｒobｕｓｃｒｏｓｓi pina Spuinabol by Foreman, 1978
Figs. 4 and 5.　Cryp£oamp九〇rella　sp. indet.
Fig. 6. Orbiculiforma cf.ｓａｃｒａｒａｅ几tｏｃｎｓiｓPessagno
Fig. 7.　Orbiculi/orma sp. indet･
Figs. 8 and 9. Spongodiscidae　gen. et　sp. indet.
Fig. 10.　Spongodiscidae　gen. et　sp. indet.
Fig. 11.　　Ｐｈａｓeli/ｏｒｍａsp.　indet･
Fig. 12.　Ｔｒｉａｃtｉｎｏｓｐｈａｅｒａｄ.ΓΥloｒｅｎｏｅ几ＳＩＳ(Campbell and Clark) by Foreman, 1978
A11　figures　from　Yamanouchi Formation, A　member
　　　　　　　　　Sample　no. HS-20
Plate　1
□.ニ
Plate　2
All　figures　scanning　electron　micrographs
　　　　　　　　Scale=100　micron　　　　i
Fig. 1. Gen. et　sp. indet.
Fig. 2. Orbiculiforma ９ほadrata Pessagno
Figs. 3 and 4. Spongodiscidae gen. et Ｓｐ･indet.
Figs. 5 and 6.　Ｏｒｂｉｃｕlifoｒｍａ（?)sp. indet.・
Fig. 7. C:yyptoamp九〇rella sp. indet.
Fig. 8. £ithostrobus li£ａｓ（?)Foreman
Fig. 9. Gen. et　sp.　indet.
Fig. 10. Stick〇mitra asymbatos Foreman group
Fig. 11. Wildeus (?) sp.
Fig. 12. Stic九〇mitra asymba£OS Foreman　ｇｒQりｐ
Figs. 13 and 14. Ｐｒｏtｏｓtｉｃｈｏｃａｐｓａｓtocfei(Campbell and Clark) by Empson-Morin, 1982
　　　　　1982
Fig. 15.　Cornutella　califomica Campbell and･ Clark
Fig. 16. Ｓtｉｃｈｏｍｉtｒａ（?)sp. indet.
Ｆｉｇ.　ｎ.Ｄｉｃtｙｏｍｉtｒa　feoｓloｕａｅForeman　　　　　几　・
Fig. 18. Ｄｉｃtｙｏｍｉtｒａｓｐ･
Fig. 19. O･ucella　espartoensis　Pessagno
A11 figures from Masegawa Formation, B member
　　　　　　　　Sample　no.KK-49　　＼･
Plate　2
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Plate　3
A11　figures　scanning　electron､:micrograf〕hs
　　　　　　　　Scale=100　micron　　　　　・
Figs. １，２ and ３. Ａｒｃｈａｅｏｓｐｏｎｇｏｐｒｕｎｕｎａｓalｕｒａｉ
Fig. 4.ＡｒｃｈａｅｏｓｐｏＲｇｏｐｒｕ几ｕｍ　ｈｕｅｖｉ Pessagno
Fig. 5. Saturnalin, gen.　et　sp. indet.
Fig. 6. Gen.　et　sp.　indet.
Fig. 7.Ｐａtellｕlo. sp. indet.
Figs. 8, 9 and 10. Gen. et sp. indet.
Pessagno
■Ｆｉｇ.　ｎ.　Ｐｓｅｕｄｏａｕｌｏｐｈａｃｕｓ　μｏｒｅｓｅｎｓiｓPessagno
Fig. 12.　Alievium galloωａが(White)
Fig. 13, 14, 15, 16 and □. Ｐｓｅｕｄｏａｕｌｏｐｈａｃｕｓ　ｓｐ.,indet.
Fig. 18.　　ＯｒｂｉｃｕＵ/ｏｒｍａ sp.　indet.
A11　figures　from　Masegawa Formation。Ｂ member
　　　　　　　　Sample　no.KK-49
Plate　3
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Plate　4
All　figures　scanning　electro!l　micrographs
　　　　　　　　Scale=100　micron
Figs. ｌ and ２．Ｐｓｅｕｄｏａｕｌｏｐｈａｃｕｓ（?)sp. indet.
Fig. 3Stichoｒaitｒａ sp. indet.
Fig.4. Ｄｉｃtｙｏｍｉtｒａsp.　indet.　　　　　　‥
Fig. 5.Ａｒｃｈａｅｏｓｐｏ几ｇｏｐｒｕａｕｍ.　ｓtｏｃｆｅtｏｎｅｓiｓ　Pessagno
Fig. 6. Pseudoaulopんacus　sp. indet.
？ig.　７. Ａｒｃｈａｅｏｄｉｃｔｖｏｒｒｖiｔｒａ　sp.indet.
Figs. 8 and 18. Spongodiscidae　gen.　et　sp.　indet.
Fig.9. Ａｒａｐｈφ■ｙｎｄａｘ（?)sp. indet.
Fig. 10.　　Ｐｈａｓelifoｒｍａ sp.　indet･
Fig. 11.　Acaenioむyle　cf. sはｒたa　by　Empson-Morin, 1981
Fig. 12.　Ｓticfioniitｒａ sp. indet.
Fig. 13.　　Ｐｒａｅｓtｙloｓ　ｐｈａｅｒａsp. indet. by　Empson-Morin, 1981
Fig. 14.　Cromyomma sp. indet.
Fig. 15.　Ｔｒｉａｃtiｒvｏｓｐｈａｅｒａｎｘｏｒｅｎｏｅｎｓｖｓ(Campbell)by　Foreman, 1978
Fig. 16.　　Ａｒｃｈａｅｏｓｐｏａｇｏｐｒｕｎｕｍ.ｓtｏｃｈtｏｎｅｎｓiｓ　Pessagno
Ｆｉｇ，　ｎ.　　Ｐｈａｓeli/ｏｒｍａsp. indet.
Figs. 1―6, KK-24, Masegawa　Formation, B member
Figs. 7―14, HS-80, Yamanouchi　Formation, B member
Fig. 15, KK-60, Masegawa　Formation, A member=Fig. 16.
Figs. 16 and 17. KK-80, Masegawa　Formation, B member
4~l
Plate　4
『‾‾‾‾‾‾¬
Plate　5
All　figures　scanning electron　micrographs
　　　　　　　Scale=100　micron
Fig. 1. Orbiculi/orma　quadra£ａ　Pessagno
Figs. 2 and 3.　Ｐｒｏtｏｓtｉｃｈｏｃａｐｓａｓtocfei(Campell ar!d Clark) by Empson-Morin, 1982
Fig. 4. Spongodiscidae　gen.　et　sp.　indet.
Ｆｉｇ.　5.ＴｈｅｏｃａｐｓａａｍｐｈｏｒａCampbell　and　Clark
Figs. 6 and 7. Gen. et　sp　indet.
Figs. 8，9, 10 and 11. Pseudoauloρhacus　sp. inc!et.
Ｆｉｇ.　ｎ.　Ｐｓｅｕｄｏａｕｓｏｐｈａｃｕｓ　μｏｒｅｓｅｎｓiｓPessaぽｎ(j
Fig. 13.　Ａｃａｅｎｉｏtｙle　ｓtａｒｆｅａ　Empson-Morin　　　　　　　　　　　　　　ご
Fig. 14.　j￥aestylosphaera　sp.　indet･by　Empson-Morin, 1982　｡ン
Fig. 15.　Pseudoauloｐｈａｃｕｓμｏｒｅｓｅｎｓiｓ　Ｐｅ卵agno
Figs. 1―11，KK-29, Masegawa　Formation, B member
Figs. 12―15, KK-28, Masegawa　Formation, B member
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